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大分県佐賀関町における春期の猛禽類の渡り

渡会満寿男哩｡矢野真紀夫’

１．〒870-0156大分県大分市高城新町7-14堀コーポ203

2.希少生物研究会.〒879-7141大分県大野郡三重町大字秋葉640-3

はじめに

猛禽類の渡りは，日本野鳥の会の呼びかけで1986年よりはじめられたサシバBUtas”

わ｡ｹｂｕｓの渡り一斉調査(武田1989)がきっかけになって,全国の主要な渡りの経路が明らか

になってきた.九州内においても秋期の渡りについては,鹿児島県佐多岬(吉井｡叶内

1979)，大分県南部および宮崎県北部(日本野鳥の会愛媛県支部ほか1989)，五島列島福江

島(井上l998a)での調査が行なわれており,それ以外にも日本野鳥の会各県支部報での報

告がある.また,春期の渡りに関しては,対馬を南下するハチクマＲｇ/亜apルロ、sとサシバ(井

上1998b)，九州北西部を西に渡るハイタカAccjp/”/亦心と東,南へ渡るサシバ,ハチクマ

(伊関2004,井上1997)が観察されている.しかし,春の渡りについての調査は少なく，九州

東部での継続的な調査は,大分県人面山のハチクマの渡りの調査(富高･山本2002)以外，

筆者らの知る限り行なわれておらず,ハチクマ以外の猛禽類の渡りに関しては,単発的な観察

記録を除いてほとんど知られていない

2003年の春,大分県佐賀関町関崎にて,家長栄之助氏,加藤吉勝氏が行なった７日間の

調査で,ノスリＢ砿ｅｏ６砿ｅｏが476羽,ハイタカが335羽,オオタカＡ罪"雄ｓが20羽の渡りが

観察された(家長,加藤私信)．筆者らはこの記録に興味を持ち,2004年の春期に渡りについ

ての継続調査を行ない,ハイタカ,ノスリ,ツミＡｇｕｊａｊ恋をはじめ,計11種の猛禽類,3,200羽

以上の渡りを観察したので報告する．

調査地および調査方法

大分県の東部に位置する佐賀関町の東,関崎展望台よりやや西側の稜線部近くの駐車場

(33.15.Ｎ,ｌ３Ｌ５３ｏＥ)にて調査を行なった(図ｌ)．調査地点の駐車場からは東～南西の展
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